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おこっぺぎかい

（2）

町
長
行
政
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

昨
年
12
月
に
中
国
武
漢
市
で

初
め
て
検
出
さ
れ
た
〝
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
〞
は
、

１
月
16
日
に
日
本
で
最
初
の
感

染
患
者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
間

も
な
く
１
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
国
内
の
感
染
者
は
、

４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
以
降
、

全
国
で
広
く
感
染
予
防
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
一
時
期
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
経
済
の

回
復
の
た
め
に
７
月
か
ら
開
始

し
た
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業

に
よ
り
、
国
内
を
移
動
す
る
旅

行
者
等
の
増
加
に
比
例
し
て
、

感
染
者
が
爆
発
的
に
増
え
る
こ

と
と
な
り
、
12
月
９
日
現
在
で

は
、
全
国
で
17
万
人
弱
が
感
染

し
、
死
者
も
２
千
５
百
人
に
達

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

北
海
道
も
例
外
で
は
な
く
、

感
染
者
は
１
万
人
を
超
え
、
ま

た
旭
川
市
に
お
け
る
医
療
機
関

で
の
大
規
模
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発

生
を
は
じ
め
、
感
染
者
の
増
加

は
道
内
の
全
域
で
止
ま
ら
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も

町
内
で
は
感
染
者
が
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
で
も
１
１
４
人
が
感
染
し
て

お
り
、
ま
た
感
染
者
が
い
る
町

村
名
も
す
べ
て
が
公
表
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
予
断
を
許
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
町
と
し

ま
し
て
は
、
今
後
も
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
三
密
等
の
感
染

リ
ス
ク
を
避
け
、
命
を
守
る
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
興
部
高

等
学
校
へ
の
志
願
状
況

11
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
、
興
部
中
学
校
に
お
い
て
三

者
面
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来

年
３
月
に
お
け
る
卒
業
予
定
者

は
24
名
で
す
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
興
部
中
学
校
か
ら
11
名
、

近
隣
の
市
町
村
か
ら
は
２
名
の

合
計
13
名
が
興
部
高
等
学
校
へ

の
入
学
を
希
望
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
地
元
高
校
存
続

令和２年第4回
町議会定例会のあらまし
　令和2年第4回定例会は、12月11日㈮開会され、町長の行政報告、議案12件、諮問1件、
計13案件が審議されました。

興部高等学校

の
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の
生

徒
が
興
部
高
等
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。農

作
物
の
作
況

本
年
の
一
番
牧
草
は
、
５
月

中
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
か
け
て

の
高
温
傾
向
や
適
度
な
降
雨
に

恵
ま
れ
、
収
量
は
平
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
番
牧
草
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
番
牧
草
収
穫
の
遅

れ
に
よ
る
生
育
の
遅
れ
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
７
月
上
旬
の

高
温
傾
向
や
降
雨
に
よ
り
生
育

が
順
調
に
進
み
、
平
年
を
上
回

る
収
量
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
番
、
二
番
牧
草
そ
れ
ぞ
れ

で
調
製
さ
れ
た
サ
イ
レ
ー
ジ
の

品
質
に
つ
い
て
は
、
現
在
開
封

さ
れ
た
サ
イ
レ
ー
ジ
を
順
次
調

査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ

い
て
は
、
気
温
が
平
年
並
み
に

推
移
し
た
こ
と
で
順
調
に
生
育

が
進
み
、
収
量
は
平
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
。

生
乳
生
産
の
状
況

生
乳
生
産
量
は
、
前
年
同
期

を
大
き
く
上
回
り
、
前
年
対
比

１
１
１
・
０
％
の
５
万
４
千
９

５
８
ｔ
、
計
画
対
比
で
１
０

７
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。



おこっぺぎかい
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林
業
関
係
の
状
況

本
年
度
予
定
し
て
い
ま
し
た

造
林
地
の
下
刈
、
秋
里
地
区
の

植
栽
事
業
は
す
べ
て
完
了
し
ま

し
た
が
、
秋
里
地
区
の
皆
伐
事

業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
事
業

実
施
中
で
す
。

漁
業
生
産
の
状
況

全
体
の
水
揚
げ
量
は
、
前
年

同
期
比
１
千
８
５
７
ｔ
増
の
２

万
１
千
６
７
７
ｔ
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
同
期
比
で
９
％
の
増

で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、
サ
ケ

定
置
網
漁
業
は
11
月
30
日
で
終

漁
し
、
前
年
同
期
比
２
４
３
ｔ

増
の
１
千
３
２
３
ｔ
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
ホ
タ
テ
漁
は
11
月
15

日
に
終
漁
し
、
漁
獲
量
は
前
年

対
比
で
14
％
増
の
２
万
１
千
４

２
８
ｔ
、
計
画
対
比
で
は
15
％

増
と
な
り
、
過
去
３
番
目
に
高

ホタテの水揚げ

サケの水揚げ

い
漁
獲
量
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
底
建
網
漁
業
は
、

今
年
は
不
漁
で
あ
り
、
前
年

同
期
比
で
75
％
減
の
３
４
３

ｔ
の
漁
獲
量
で
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
ホ
タ

テ
貝
単
価
が
下
落
し
、
水
揚

額
は
大
き
く
減
少
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
い
コ

ロ
ナ
の
終
息
と
単
価
の
回
復

を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

議会を傍聴してみませんか
○次回定例会は３月です○

開期：３月２日㈫～３月 12日㈮　　一般質問：３月８日㈪

※会期及び一般質問の日程につきましては、議事の進行等により、変更となる場合があります
　のでご了承願います。
※本会議を傍聴される方は、本会議当日、役場 3 階傍聴席入口に直接お越しください。
 　傍聴人受付簿に住所、氏名をご記入いただければ、傍聴席に入ることができます。

 ※現在、コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴席を 11 席に制限しております。
　通常時の傍聴席は、28 席です。

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、本会議の傍聴は、発熱などで体調がすぐれない方は
　ご遠慮ください。
　傍聴時には、手指の消毒・咳エチケット（マスク着用など）にご協力をお願いいたします。

� 問合せ先：議会事務局　℡８２－２１３５

主役は主役は
あなたです！あなたです！
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77
名
、
１
、
９
６
５
枚
配
布
し

て
い
ま
す
。
10
月
末
で
７
５
７

枚
38
・
５
％
の
利
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。
次
年
度
に
は
、
ハ
イ

ヤ
ー
券
の
助
成
を
同
居
人
が
居

る
た
め
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
の

無
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

硲
町
長　
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
事

業
に
つ
い
て
も
、
対
象
者
４
６

６
名
中
78
名
の
申
請
で
、
16
・

７
％
の
利
用
で
あ
り
、
町
民
へ

の
周
知
が
さ
れ
て
い
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
活
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
次
年
度
に
向
け
考

え
ま
す
。

小
泉
議
員　
町
が
高
齢
者
の
不

便
解
消
の
た
め
患
者
送
迎
バ
ス

の
運
行
、
ハ
イ
ヤ
ー
等
の
利
用

助
成
事
業
を
町
民
へ
の
周
知
徹

底
し
、
利
用
促
進
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

患
者
送
迎
バ
ス
の
運
行
、
高
齢
者
等
外
出
支
援

患
者
送
迎
バ
ス
の
運
行
、
高
齢
者
等
外
出
支
援

ハ
イ
ヤ
ー
等
利
用
助
成
事
業
の
改
善
に
つ
い
て

ハ
イ
ヤ
ー
等
利
用
助
成
事
業
の
改
善
に
つ
い
て

��

小
泉
小
泉  

優
子
優
子  

議
員
議
員

今
年
は
両
事
業
試
験
走
行
実
施
中
で
あ
り
、
次
年

今
年
は
両
事
業
試
験
走
行
実
施
中
で
あ
り
、
次
年

度
へ
向
け
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

度
へ
向
け
改
善
し
て
い
き
ま
す
。��

��

硲　硲　

  

一
寿
一
寿  

町
長
町
長  

問答町政町政ここがここが
聞聞きたい!!きたい!!

小
泉
議
員　
町
中
心
部
で
の
患

者
送
迎
バ
ス
の
利
用
状
況
が
少

な
く
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

硲
町
長　
高
齢
者
が
増
え
て

い
く
中
で
、
高
齢
者
の
足
の
確

保
、
買
物
や
病
院
へ
の
対
策
と

し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

小
泉
議
員　
バ
ス
停
留
所
、
２

ヶ
所
ほ
ど
し
か
利
用
さ
れ
て
い

な
い
。
高
齢
者
が
利
用
し
や
す

い
場
所
へ
停
留
所
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

硲
町
長　
指
摘
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
停

留
所
が
あ
り
ま
す
。

周
知
の
仕
方
を
考

え
、
高
齢
者
が
住
み

続
け
て
い
た
だ
く
た

め
考
え
て
い
き
た

い
。

小
泉
議
員　
ハ
イ
ヤ

ー
券
に
つ
い
て
も
、

運行中の患者送迎バス

小
泉
議
員　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
を
み
ま
す
と
最
期
ま
で

町
内
に
住
み
続
け
た
い
が
町
内

に
受
入
施
設
が
無
い
こ
と
が
不

安
と
多
く
あ
り
ま
す
。

硲
町
長　
施
設
整
備
要
望
が

多
く
、
老
後
安
心
し
て
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
計
画
中
で

す
が
介
護
保
険
料
も
引
き
上
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
泉
議
員　
民
間
事
業
者
が
興

部
町
内
で
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
２
ユ
ニ
ッ
ト
（
18
床
）

建
設
、
運
営
の
お
話
が
あ
る
よ
う

で
す
。
町
長
は
指
定
し
ま
す
か
。

硲
町
長　
正
式
に
は
話
し
合

っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
業
者
に

問
題
な
け
れ
ば
指
定
し
た
い
。

小
泉
議
員　
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
を
進
め
る
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。

硲
町
長　
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
中
で
あ
り
、
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
泉
議
員　
両
方
進
め
る
こ
と

は
町
民
の
選
択
肢
が
増
え
、
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
町
が
小

規
模
多
機
能
事
業
の
み
の
運
営

で
成
り
立
ち
ま
す
か
。

硲
町
長　
認
知
症
認
定
者
が

介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
時
の
倍
以

上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
が
利
用
し
づ
ら
く

な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方

が
入
所
で
き
る
施
設
を
早
急
に

作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
泉
議
員　
議
会
で
は
何
ヶ
所

か
視
察
し
ま
し
た
が
、
小
規
模

多
機
能
事
業
所
と
老
人
施
設
、

住
宅
、
特
養
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
そ
の
他
な
ど
併
設
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

硲
町
長　

社
会
福
祉
協
議

会
、
わ
た
ぼ
う
し
、
ぬ
く
ま
ー

る
な
ど
と
よ
く
協
議
し
、
役
割

分
担
し
て
小
規
模
多
機
能
事
業

町
民
よ
り
高
齢
者
福
祉
施
設
の
建
設
を
望
ま
れ

町
民
よ
り
高
齢
者
福
祉
施
設
の
建
設
を
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

��

小
泉
小
泉  

優
子
優
子  

議
員
議
員

施
設
整
備
要
望
が
多
く
あ
り
、
現
在
計
画
中
で
す

施
設
整
備
要
望
が
多
く
あ
り
、
現
在
計
画
中
で
す

が
、
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
も
併
せ
て
考
え
な

が
、
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
も
併
せ
て
考
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。��

硲　硲　

  

一
寿
一
寿  

町
長
町
長  

問答



おこっぺぎかい
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子
ど
も
、
高
齢
者
に
接
種
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

子
ど
も
、
高
齢
者
に
接
種
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
等
費
用
の
全
額
補
助
に
つ
い
て

ザ
予
防
接
種
等
費
用
の
全
額
補
助
に
つ
い
て

��
矢
野
矢
野  
幸
三
幸
三  

議
員
議
員

管
内
市
町
村
の
全
額
補
助
の
実
態
調
査
、
ワ
ク

管
内
市
町
村
の
全
額
補
助
の
実
態
調
査
、
ワ
ク

チ
ン
の
確
保
状
況
に
よ
り
判
断
す
る
、
お
た
ふ

チ
ン
の
確
保
状
況
に
よ
り
判
断
す
る
、
お
た
ふ

く
風
邪
の
予
防
接
種
は
全
額
補
助
で
国
保
病
院

く
風
邪
の
予
防
接
種
は
全
額
補
助
で
国
保
病
院

に
て
接
種
す
る
。

に
て
接
種
す
る
。��

硲　硲　

  

一
寿
一
寿  
町
長
町
長  

問答

種
結
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、

ま
た
令
和
３
年
度
の
予
算
に
、

子
ど
も
・
高
齢
者
に
接
種
す
る

ワ
ク
チ
ン
等
の
自
己
負
担
分
を

全
額
補
助
と
し
て
、
計
上
し
て

い
た
だ
き
た
く
質
問
し
ま
す
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
、
子

ど
も
の
２
回
目
の
接
種
を
残
し
て

11
月
24
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
結
果
は
資
料
の
と
お
り
で
す
、

矢
野
議
員　
令
和
２
年
度
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
泉
議
員　

高
齢
者
下
宿
、
支

援
ハ
ウ
ス
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。
民
間
事
業
者
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
２
ユ
ニ
ッ
ト
入
所
施

設
以
外
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

硲
町
長　
高
齢
者
下
宿
は
い

ず
れ
廃
止
。
支
援
ハ
ウ
ス
は
活

用
で
き
る
。
今
後
、
町
民
の
す

べ
て
を
町
内
で
対
応
は
難
し

い
。
今
後
も
広
域
行
政
と
し
て

町
の
施
設
も
利
用
し
て
ほ
し

い
。
バ
ラ
ン
ス
を
大
事
に
し
つ

つ
計
画
を
作
り
た
い
。

小
泉
議
員　
こ
れ
だ
け
多
く
の

住
民
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
興
部

町
内
の
高
齢
者
の
皆
様
の
不
安
解

消
で
き
る
よ
う
に
最
期
ま
で
興
部

町
内
で
生
活
で
き
る
方
向
で
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
優
先
の
感
染
し
気
管
支
炎

や
肺
炎
を
起
こ
し
、
重
症
化
し

や
す
い
高
齢
者
、
第
二
優
先
の

免
疫
力
が
弱
く
、
成
長
と
と
も

に
感
染
に
か
か
る
可
能
性
が
高

く
な
り
、
中
耳
炎
や
熱
性
の
け

い
れ
ん
、
そ
し
て
非
常
に
危
険

な
状
態
と
も
い
え
る
急
性
脳
症

に
至
る
可
能
性
も
高
く
な
る
６

ヶ
月
齢
か
ら
13
歳
未
満
の
接
種

者
が
少
な
い
こ
と
は
、
感
染
拡

大
や
重
症
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
高
い
結
果
と
思
う
。

町
長
は
ど
の
よ
う
に
思
う
か
？

硲
町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
こ
の
秋
冬
に
大
発

生
す
る
懸
念
が
あ
り
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
時
流
行
を
懸
念
し
た

国
は
優
先
順
位
を
定
め
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
前
倒
し
、

第
一
優
先
の
高
齢
者
、
第
二
優
先

の
６
ヶ
月
か
ら
13
歳
齢
ま
で
早
く

打
ち
な
さ
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
は
、
人
口
の

半
分
く
ら
い
で
、
前
年
度
実
績
の

１
割
か
ら
２
割
ア
ッ
プ
で
し
た
。

　
　

接
種
実
績
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
高
齢
者
約
６
割
、
子
供
が

７
割
で
、
高
い
地
区
は
８
割
か

ら
９
割
接
種
し
て
い
る
。

　
　

興
部
町
は
、
検
診
受
診
率
も

低
く
ワ
ク
チ
ン
類
の
接
種
率
も
低

い
町
で
す
、
町
も
病
院
も
啓
蒙
普

及
し
て
い
る
が
１
、
５
０
０
人
し

か
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
福
祉
行
政
の
話
で
す
が
、
ワ

ク
チ
ン
の
効
能
、
検
診
、
予
防
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
町
と
し
て
啓

蒙
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

矢
野
議
員　
ワ
ク
チ
ン
の
配
分

が
限
ら
れ
て
お
り
、
不
足
し
て

い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、今
後
、

国
や
道
に
働
き
か
け
、
ワ
ク
チ

ン
の
増
産
や
確
保
に
努
め
、
積

極
的
に
啓
蒙
普
及
し
興
部
町
の

接
種
率
を
高
め
て
ほ
し
い
。

　
　
次
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
各
市

町
村
の
支
援
状
況
は
興
部
町
の
よ

う
に
一
定
額
の
補
助
を
し
て
い
る

市
町
村
は
相
当
数
あ
る
が
、
全
額

補
助
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
西

興
部
村
で
65
歳
以
上
と
子
供
に
は

全
額
補
助
、
小
清
水
町
と
大
空
町

は
子
供
に
全
額
補
助
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同

様
、
子
供
の
任
意
予
防
接
種
の

お
た
ふ
く
風
邪
に
も
全
額
補
助

を
お
願
い
す
る
。

硲
町
長　
年
齢
制
限
は
異
な

る
が
、
管
内
で
８
市
町
村
が
15

歳
か
ら
18
歳
以
下
を
無
料
に
し

て
い
る
、
小
清
水
、
大
空
、
西

興
部
は
以
前
か
ら
制
度
を
作
っ

て
や
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

は
今
回
の
制
度
へ
の
対
策
と
し

て
実
施
し
た
と
思
う
。

　
　
西
興
部
が
全
額
補
助
、
紋
別
が

小
学
校
６
年
生
ま
で
対
象
に
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
６
年

生
ま
で
接
種
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
　

13
歳
未
満
に
つ
い
て
子
ど
も

は
２
回
接
種
で
５
千
円
の
負
担

だ
が
、
高
齢
者
と
同
じ
１
回
に

つ
き
千
円
の
負
担
と
し
た
。

　
　

高
齢
者
、
子
ど
も
、
医
療
従

事
者
に
接
種
す
る
と
興
部
で
は

そ
れ
以
外
の
方
が
接
種
で
き
な

い
と
い
う
状
況
に
な
る
。

　
　

全
額
補
助
す
る
こ
と
で
啓
蒙

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、
先
ず
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
中
学
３
年
生
と
高
校

３
年
生
で
受
験
に
備
え
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
い
と
い
う
方
が

多
く
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
回
の
よ
う
に
前
倒
し
し
た
時

期
に
打
つ
と
早
す
ぎ
る
の
で
、

来
年
か
ら
は
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
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あ
る
程
度
の
数
が
確
保
で
き

れ
ば
全
額
補
助
も
十
分
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
の

状
況
で
あ
れ
ば
、
こ
の
く
ら
い

の
負
担
で
接
種
し
て
ほ
し
い
。

　
　

お
た
ふ
く
風
邪
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
唯
一
任
意
と
な
っ
て
い

る
が
国
保
病
院
で
は
接
種
を
行

っ
て
い
な
い
。
定
期
的
に
流
行

す
る
も
の
で
あ
り
、
５
歳
ま
で

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

髄
膜
炎
に
な
る
可
能
性
も
あ

り
、
感
染
す
る
と
非
常
に
重
い

病
気
で
あ
り
、
全

額
補
助
で
国
保
病

院
で
も
接
種
で
き

る
方
向
で
進
め
た

い
。

矢
野
議
員　

イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
全

額
補
助
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
の

確
保
を
前
提
に
検

討
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
だ
が
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
で

は
約
半
数
の
８
市

町
村
が
子
供
に
全

額
補
助
を
行
っ
て

お
り
、
ワ
ク
チ
ン

災
害
時
に
お
け
る
公
用
車
の
活
用
及
び
今
後
の

災
害
時
に
お
け
る
公
用
車
の
活
用
及
び
今
後
の

購
入
に
つ
い
て
（
公
用
車
Ｅ
Ｖ
化
等
に
よ
る
Ｃ

購
入
に
つ
い
て
（
公
用
車
Ｅ
Ｖ
化
等
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
と
防
災
対
策
）

Ｏ
２
削
減
と
防
災
対
策
）��

竹
内　
竹
内　

  

清清  

議
員
議
員

調
査
を
行
い
、
結
果
を
見
て
予
算
も
考
え
更
新

調
査
を
行
い
、
結
果
を
見
て
予
算
も
考
え
更
新

の
時
期
ま
で
に
導
入
し
活
用
し
て
い
き
た
い

の
時
期
ま
で
に
導
入
し
活
用
し
て
い
き
た
い��

��

硲　硲　

  

一
寿
一
寿  

町
長
町
長  

問答

源
が
確
保
で
き
、
排
ガ
ス
や
騒

音
は
な
く
、Ｅ
Ｖ
な
ら
48
時
間
、

Ｐ
Ｈ
Ｖ
（
※
２
）
な
ら
最
大
で

10
日
間
給
電
で
き
、
災
害
時
の

電
力
供
給
と
し
て
使
え
る
時

代
で
す
。
Ｐ
Ｈ
Ｖ
で
は
１
０
０

Ｖ
、
１
千
５
０
０
Ｗ
ま
で
使
用

可
能
。
Ｖ
２
Ｈ
（
※
３
）、
車

か
ら
家
へ
電
力
を
供
給
す
る
機

器
を
使
用
す
る
と
一
般
家
庭
10

日
分
の
電
力
供
給
が
で
き
災
害

時
に
高
齢
者
下
宿
な
ど
に
使
え

ま
す
。
す
で
に
車
は
「
走
る
蓄

電
池
、
走
る
発
電
機
」
で
す
。

温
暖
化
が
進
む
と
予
測
さ
れ
る

中
、
環
境
に
配
慮
し
た
町
づ
く

り
、
災
害
時
の
電
力
供
給
と
公

用
車
に
は
Ｅ
Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を
積

極
的
に
導
入
、
併
せ
て
イ
ン
フ

ラ
も
推
進
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
ま
す
。

硲
町
長　
雄
武
町
か
ら
湧
別

町
の
６
市
町
村
で
地
域
循
環
共

生
圏
事
業
を
検
討
し
、
今
年
度

は
具
体
的
に
次
の
段
階
と
し
て

Ｅ
Ｖ
車
の
活
用
も
調
査
し
て
い

ま
す
。
12
月
か
ら
２
月
ま
で
、

日
産
自
動
車
か
ら
Ｅ
Ｖ
車
の
無

償
提
供
が
あ
り
、
充
電
体
制
も

整
備
し
、
実
際
に
車
か
ら
電
力

供
給
し
た
場
合
48
時
間
可
能
か

等
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
に
災
害
時
、
重
た
い
発
電
機

を
避
難
所
ま
で
持
っ
て
い
く
よ

り
、
公
用
車
を
Ｅ
Ｖ
化
に
し
て

電
源
を
取
り
出
せ
る
の
で
調
査

の
結
果
を
見
て
、予
算
も
考
え
、

更
新
の
時
期
ま
で
に
導
入
し
活

用
し
て
い
き
た
い
。

竹
内
議
員　
現
在
、
試
験
運
用

の
日
産
車
、
技
術
が
進
み
走
行

距
離
が
伸
び
て
い
る
が
冬
季
だ

と
半
分
以
下
と
の
話
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
給
電
に
は
別
の
装
置

が
必
要
、
蓄
電
が
な
く
な
る
と

動
か
な
い
、
発
電
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
番

心
配
な
の
は
四
輪
駆
動
で
な
い

こ
と
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ

ー
ン
、
圧
雪
時
な
ど
職
員
が
安

心
し
て
運
転
で
き
る
か
、
Ｅ
Ｖ

化
を
進
め
た
結
果
、
圧
雪
や
ぬ

竹
内
議
員　
町
は
か
ね
て
よ
り

環
境
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り
と

し
て
、
公
用
車
Ｅ
Ｖ
（
※
１
）

化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
防
災

対
策
、
地
域
交
通
の
Ｅ
Ｖ
化
と

な
っ
て
い
る
が
、
公
用
車
の
Ｅ

Ｖ
化
は
１
台
も
進
ん
で
い
な
い
。

　
　

現
在
、
町
保
有
防
災
用
発
電

機
は
16
台
。
う
ち
13
台
は
ガ
ソ

リ
ン
燃
料
で
20
㎏
か
ら
１
２
５

㎏
と
重
く
、
移
動
と
な
る
と
ト

ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
下
ろ
し
、
燃

料
補
給
、
排
ガ
ス
、
騒
音
と
大

変
で
す
。
公
用
車
に
給
電
シ
ス

テ
ム
が
あ
れ
ば
車
両
１
台
で
電

国保病院インフルエンザワクチン接種実施状況 
（令和 2 年 11 月 30 日現在）　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、円）

区　　分 対象者 接種者 １人当り
基本料金

自　己
負担額 接種率

第１
優先

65 歳以上高齢者 1,261 746 3,300 1,000 59.2%
60 歳以上 65 歳未満で
心・腎・肺機能障害 2 0 3,300 1,000 0.0%

第２
優先

6 カ月齢児〜 13 歳未満 342 237 5,000 2,000 69.3%
妊娠している者 15 8 3,300 1,000 53.3%
基礎疾患者 123 123 3,300 1,000 100.0%
医療・介護等従事者 74 72 3,300 1,000 97.3%

上記
以外 一般接種 1,844 323 3,300 3,300 17.5%

計 3,661 1,509 - - 41.2%
※基礎疾患者の接種率 100% の数値は、基礎疾患を持つ患者で、慢性的に国
　保病院に受診している人数を単純に集計したため、100% になっています。
　　注 1）上記のほか、病院職員分の接種分　63 人分アリ　
　　注 2）「6 カ月齢～ 13 歳未満」は 2 回接種したものとみなす
　　注 3）町外病院入院・町外介護施設等入所の接種者を除く

の
確
保
は
ど
こ
の
市
町
村
で
も
厳

し
い
状
況
だ
と
思
う
。

　
　
こ
れ
ら
の
市
町
村
が
な
ぜ
全
額

補
助
に
で
き
た
の
か
、
早
急
に
調

査
を
し
て
、
そ
の
内
容
等
も
詳
細

に
示
し
て
ほ
し
い
。

硲
町
長　
管
内
８
市
町
村
の

全
額
補
助
に
つ
い
て
は
今
後
調

査
を
し
、
興
部
の
ワ
ク
チ
ン
確

保
数
が
ど
の
レ
ベ
ル
な
の
か
接

種
率
や
、
保
健
行
政
に
も
影
響

す
る
こ
と
な
の
で
、
対
応
し
て

い
き
た
い
。



おこっぺぎかい

（7）

か
る
み
で
走
行
不
能
、
危
険
な

思
い
、
事
故
が
あ
っ
て
は
本
末

転
倒
で
す
。
現
在
、
当
町
一
般

公
用
車
43
台
中
、
41
台
が
４
Ｗ

Ｄ
（
※
４
）
で
す
。
一
部
の
担

当
や
管
理
職
の
意
見
で
は
な

く
、
各
課
の
職
員
に
運
転
し
て

も
ら
い
、
意
見
を
聞
き
安
心
安

全
を
第
一
に
進
め
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
中
で
、２
０
１
８
年
、

北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
そ

の
後
の
各
地
で
の
大
型
台
風
災

害
を
受
け
多
く
の
自
治
体
が
車

を
走
る
蓄
電
池
と
捉
え
て
い
る

中
、
今
年
７
月
に
購
入
し
た
車

に
も
給
電
シ
ス
テ
ム
は
な
く
遅

い
と
感
じ
ま
す
。
非
常
時
に
役

立
つ
公
用
車
を
進
め
て
い
く

中
、
現
在
保
有
で
後
付
け
給
電

シ
ス
テ
ム
を
取
り
付
け
ら
れ
る

車
、
特
に
今
年
７
月
に
購
入
し

た
車
に
は
取
り
付
け
ら
れ
ま
す

の
で
町
長
車
を
含
め
検
討
す
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

硲
町
長　
日
産
車
は
、
Ｆ
Ｆ

（
※
４
）
な
の
で
色
々
な
人
に

乗
っ
て
も
ら
い
意
見
を
聞
き
ト

ラ
ブ
ル
等
も
確
認
し
た
う
え
で

今
後
の
対
応
を
し
た
い
。
後
付

け
給
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
調
査
を
し
て
可
能
な
ら
大

き
な
お
金
も
か
か
ら
な
い
と
思

う
の
で
、
災
害
対
応
と
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

竹
内
議
員　
す
ぐ
に
全
て
を
Ｅ

Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
化
す
る
の
は
不
可

能
な
中
、
１
０
０
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
災
害
が
毎
年
の
よ
う

に
起
き
て
い
ま
す
。
私
は
ブ
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
で
実
際
に
車
か
ら

の
給
電
で
、
照
明
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
、
テ
レ
ビ
、
何
よ
り
給

湯
機
を
使
用
し
シ
ャ
ワ
ー
が
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
。
２
０
１
９
年
の

台
風
15
号
、
千
葉
県
を
中
心
に

大
規
模
停
電
が
発
生
、
三
菱
自

動
車
は
現
地
自
治
体
の
要
請
を

受
け
車
を
派
遣
、
支
援
を
行
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
一
つ
鋸き

よ

南な
ん

町ま
ち

の
高
齢
者
施
設
で
は
、
真
っ

暗
で
不
安
な
中
、
こ
の
電
力
で

照
明
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ

の
他
、
電
動
ベ
ッ
ド
の
昇
降
に

も
使
用
。
ま
た
君き

み

津つ

市し

の
施
設

は
、
入
居
者
２
０
０
人
分
の
洗

濯
物
が
溜
ま
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
車
か
ら
の
給
電
で
洗
濯
機

を
回
し
衛
生
を
保
っ
た
そ
う
で

す
。
給
電
が
簡
単
に
で
き
、
４

Ｗ
Ｄ
で
災
害
時
の
悪
路
で
も
難

な
く
走
れ
る
走
破
性
等
を
考
慮

し
自
治
体
、
販
売
会
社
、
メ
ー

カ
ー
に
よ
る「
災
害
協
力
協
定
」

の
締
結
が
進
ん
で
い
ま
す
。
道

は
今
年
10
月
28
日
、
三
菱
自
動

車
本
社
と
道
内
三
菱
自
動
車
系

販
売
会
社
11
社
と
の
間
で
、
災

害
時
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
ま
た
、
道
内
で
は
札
幌
市

や
音
更
町
、
上
士
幌
も
締
結
し

て
い
る
が
興
部
町
と
し
て
災
害

時
に
お
け
る
電
動
車
両
の
支
援

に
関
す
る
協
定
を
考
え
て
い
な

い
の
か
。

硲
町
長　
Ｅ
Ｖ
車
に
つ
い
て

調
べ
て
い
く
中
で
、
重
要
と
思

い
管
内
で
可
能
で
あ
れ
ば
お
願

い
し
た
い
。
全
て
の
公
用
車
に

給
電
シ
ス
テ
ム
を
積
む
こ
と
は

難
し
く
、
時
間
も
か
か
る
の
で

そ
の
不
足
分
を
災
害
時
の
協
定

を
結
ん
で
お
い
て
対
応
可
能
で

あ
れ
ば
今
後
検
討
し
た
い
。

竹
内
議
員　

各
自
治
体
、
公
用

車
の
リ
ー
ス
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
コ
ス

ト
の
標
準
化
及
び
削
減
で
年
度
ご

と
に
経
費
が
把
握
し
や
す
い
、
車

両
配
備
計
画
が
立
案
し
や
す
い
。

２
点
目
は
車
両
管
理
業
務
の
削
減

で
職
員
が
タ
イ
ヤ
や
車
検
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
手
配
や
支
払
い
業
務
に

費
や
し
た
時
間
の
効
率
化
。
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
途
中
解
約

し
た
場
合
に
事
務
手
続
き
の
煩
雑

さ
や
割
高
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、

現
在
ま
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

か
。

硲
町
長　
平
成
10
年
の
災
害

時
に
３
カ
年
の
事
業
で
あ
っ

た
。
詳
し
い
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
現
時
点
で
は
今
の
や

り
方
が
良
い
と
思
っ
て
お
り
、

今
後
関
係
業
者
と
も
話
を
し
て

調
査
を
行
い
た
い
。

竹
内
議
員　
今
後
早
い
段
階
で

環
境
に
配
慮
し
次
世
代
自
動
車

等
へ
変
更
し
て
い
く
ス
ピ
ー
ド

は
上
が
っ
て
い
く
と
思
う
が
、

冬
道
北
海
道
〝
し
ば
れ
る
〞
町

で
す
か
ら
４
Ｗ
Ｄ
を
中
心
に
考

え
適
正
な
資
産
管
理
、
公
用
車

の
費
用
削
減
や
管
理
事
務
量
が

軽
減
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
リ

ー
ス
化
の
検
討
を
提
言
し
終
わ

り
ま
す
。

試験的に導入しているＥＶ車両

（※ 1）�EV（電気自動車）：ガソリン自動車はガソリンをエンジンで燃焼させ、車を駆動させるの
に対して、電気自動車は電動モーターで車を駆動させます。

（※ 2）�PHV（プラグインハイブリット）：外部電源から充電できるタイプのハイブリッド自動車で、
走行時にCO2や排気ガスを出さない電気自動車のメリットとガソリンエンジンとモーター
の併用で遠距離走行ができるハイブリッド自動車の長所を併せ持つ自動車です。

（※ 3）�V2H（ビークルトゥーホーム）：「クルマから家へ」を意味するこの言葉は、電気自動車に
蓄えられた電力を、家庭用に有効活用する考え方のこと。

（※ 4）�4WD・FF：2WDは駆動するタイヤが 2つある車、4WDは駆動するタイヤが 4つある車
を指します。FFは「フロントエンジン・フロントドライブ」の略で、前方にエンジンを搭
載し、2つの前輪が駆動する 2WDの一種です。
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一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
７
号
）

補
正
額
は
、
９
千
９
１
２
万

３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
50
億
６
千
２
８
９
万

３
千
円
と
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

○
基
金
運
営
事
業

 

６
千
５
３
４
万
円
増

○
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業

 

２
千
１
５
５
万
円
増

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業

 

５
８
３
万
円
増

○
児
童
用
パ
ソ
コ
ン
等
更
新
事
業

 

４
５
４
万
円
増

○
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

 

３
６
６
万
円
増

○
鮮
度
保
持
施
設
等
整
備
事
業

 

２
９
０
万
円
増

○
名
寄
線
代
替
バ
ス
確
保
対
策

事
業

 

２
６
６
万
円
増

○
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
等
更
新
事
業

 

２
０
５
万
円
増

○
道
路
改
良
舗
装
事
業

 

６
２
９
万
円
減

○
社
会
教
育
基
盤
整
備
事
業

 

３
５
２
万
円
減

○
興
部
秋
里
間
道
路
改
築
事
業

 

２
５
３
万
円
減

○
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

 

２
４
４
万
円
減

特
別
会
計
等
補
正
予
算

特
別
会
計
等
５
会
計
で
補
正

予
算
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

①
令
和
２
年
度
興
部
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

 
（
第
３
号
）

補
正
額
は
、
９
７
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
６
億
９
３
９
万

円
と
し
た
。

補
正
内
容
は
、
国
保
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
事
業
、
償
還
金
の
増

額
、
医
療
給
付
費
、
介
護
納
付

金
の
減
額
。

②
令
和
２
年
度
興
部
町
後
期
高

齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会

計
補
正
予
算

 

（
第
１
号
）

補
正
額
は
、
84
万
円
を
追
加

し
、
６
千
４
５
４
万
円
と
し
た
。

補
正
内
容
は
、
高
齢
者
医
療

制
度
円
滑
運
営
事
業
費
補
助

金
、
事
務
費
繰
入
金
、
一
般
管

理
費
一
般
経
費
の
委
託
料
の
増

額
。

③
令
和
２
年
度
興
部
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

 

（
第
３
号
）

補
正
額
は
、
５
３
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
３
億
３
千
８
２

９
万
円
と
し
た
。

補
正
内
容
は
、
一
般
管
理
費

一
般
経
費
の
委
託
料
、
居
宅
介

護
福
祉
用
具
購
入
費
、
介
護
予

防
福
祉
用
具
購
入
費
、
介
護
予

防
住
宅
改
修
費
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
の
増
額
。

④
令
和
２
年
度
興
部
町
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

 

（
第
１
号
）

補
正
額
は
、
57
万
円
を
追
加

し
、
総
額
５
千
１
４
１
万
円
と

し
た
。

補
正
内
容
は
、
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

消
耗
品
費
、
庁
用
器
具
費
の
増

額
。

⑤
令
和
２
年
度
興
部
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

 

（
第
４
号
）

補
正
額
は
、
３
２
３
万
円
を

追
加
し
、
総
額
３
億
１
千
９
３

４
万
円
と
し
た
。

補
正
内
容
は
、
一
般
管
理
費

一
般
経
費
の
修
繕
料
及
び
機
械

器
具
費
、
公
債
費
償
還
利
子
の

増
額
。
水
道
量
水
器
更
新
事
業

及
び
水
道
仕
切
弁
等
整
備
事
業

の
工
事
請
負
費
の
減
額
。

制
定
・
改
正
さ
れ
た

条
例

① 

興
部
町
議
会
議
員
及
び
興
部

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
制
定

② 

興
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

③ 

興
部
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

④ 

興
部
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

⑤ 

急
性
灰
白
髄
炎
予
防
接
種
手

数
料
徴
収
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度
、

日
下
理
恵
氏
を
候
補
者
の
適
任

者
と
し
て
認
め
た
。

そ
の
他
議
決
さ
れ
た

案
件

○
興
部
町
各
集
落
セ
ン
タ
ー
及

び
各
地
区
会
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。
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11
月
30
日
㈪
に
開
会
さ
れ
議

案
３
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

① 

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

② 

特
別
職
の
給
料
、
報
酬
及
び

旅
費
並
び
に
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

そ
の
他
議
決
さ
れ
た
案
件

〇
財
産
（
光
伝
送
装
置
・
無
停

電
電
源
装
置
）
の
取
得
契
約

の
変
更
に
つ
い
て
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
。

令
和
２
年

令
和
２
年

第
６
回
町
議
会
臨
時
会

第
６
回
町
議
会
臨
時
会

臨
時
会
報
告

臨
時
議
会
で
の
動
議

臨
時
議
会
に
お
い
て
、
佐
藤

吉
春
副
議
長
よ
り
、
山
川
孝
義

議
長
不
信
任
の
動
議
が
提
出
さ

れ
た
。

山
川
議
長
は
退
席
し
、
竹
内

清
議
員
が
仮
議
長
と
し
て
、
議

事
を
進
行
し
た
。

佐
藤
議
員
は
、「
こ
れ
ま
で

の
山
川
議
長
の
議
会
運
営
の
や

り
方
及
び
閉
会
中
の
言
動
に

は
、
議
長
と
し
て
の
公
平
性
、

的
確
性
に
欠
く
こ
と
が
多
く
、

そ
の
言
論
は
直
ち
に
激
情
型
に

な
り
、
他
の
議
員
の
言
論
封
殺

を
行
う
こ
と
は
日
常
的
な
も
の

で
あ
る
。
議
員
は
皆
等
し
く
、

町
民
の
負
託
を
受
け
て
活
動
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
議

員
の
言
論
を
尊
重
せ
ず
、
封
殺

す
る
こ
と
は
、
広
く
町
民
の
負

託
に
応
え
に
く
い
と
判
断
し

て
、
議
長
不
信
任
の
動
議
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由

を
要
約
す
る
と
、
爆
発
的
な
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
東
京
、
札
幌
と

出
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
硲
町

長
の
行
動
が
私
を
含
め
た
一
部

の
議
員
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
行

動
規
範
及
び
政
治
倫
理
に
関
す

る
説
明
を
求
め
る
た
め
、
ま

た
、
出
張
か
ら
戻
っ
た
時
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
陰
性
と
診

断
さ
れ
る
か
、
１
週
間
以
上
の

自
主
隔
離
後
の
出
勤
を
確
約
さ

れ
な
け
れ
ば
、
議
会
は
開
催
で

き
な
い
旨
を
、
全
議
員
の
意
見

を
聞
く
た
め
の
議
会
運
営
委
員

会
の
開
催
を
求
め
る
た
め
に
提

案
し
た
と
こ
ろ
、
大
声
を
張
り

上
げ
て
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
万
が
一
の
こ
と
も
考
え

ず
、
揉
み
消
し
て
し
ま
う
当
局

寄
り
の
姿
勢
は
、
驚
き
の
事
実

で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い

行
為
で
あ
る
。」
と
提
案
理
由

を
説
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
前
田
議
員

が
、「
議
会
の
公
平
性
、
中
立

性
或
い
は
、
議
長
が
独
善
的
で

あ
る
と
い
う
よ
う
な
指
摘
が
あ

る
が
、
個
人
差
も
あ
る
と
思
う

が
、
目
に
余
る
、
議
会
運
営
に

大
き
な
支
障
を
き
た
す
よ
う
な

独
善
的
或
い
は
公
平
性
、
中
立

性
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
認
識

は
し
て
い
な
い
、
そ
の
よ
う
な

理
由
や
具
体
的
な
例
も
挙
げ
ら

れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も

私
と
は
見
解
の
違
う
点
が
あ

る
、
そ
れ
ら
を
含
め
、
必
ず
し

も
山
川
議
長
の
解
任
が
必
要
で

あ
る
と
、
不
信
任
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。」
と
反
対
の

討
論
を
行
っ
た
。

討
論
の
後
、
議
長
不
信
任
の

動
議
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、

起
立
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

　興部町議会のホームページには、過去 10年間の議会だよりを

掲載しています。

　議会だよりのほか、定例会や臨時会の日程、議会の傍聴方法な

どを掲載していますので、是非ご覧ください。

ホームページアドレス
https://www.town.okoppe.lg.jp/
cms/section/gikai/index.html

興部町議会ホームページのご案内
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（※ 1）小規模多機能施設等・・・
　小規模多機能型居宅介護は、平成 18年 4月の介護保険法改正により生まれた地域密着型の介護保険サー
ビスです。一つの事業所（施設）で通所介護（デイサービス）のような「通い」、訪問介護（ホームヘルプ）
のような「訪問」、短期生活入所介護（ショートステイ）のような「泊り」を組み合わせ、在宅（自宅）での
生活を続けられるよう、自宅と小規模多機能型施設を行ったり来たりしながら、利用者が住みなれた地域で
の生活を支援します。
　小規模多機能型居宅介護サービスと他の在宅介護サービスの大きな違いは、3つのサービスを 1つの事業
所で行うため、利用者一人ひとりに合わせた柔軟な支援が行えます。

当
委
員
会
は
、
11
月
18
日
、

町
が
第
八
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
検
討
し
て
い
る
「
小
規
模

多
機
能
施
設
」（
※
１
）
に
つ

い
て
前
回
よ
り
更
に
詳
細
な
説

明
を
受
け
調
査
を
し
た
。

　

一
、
今
後
進
め
る
上
で
は
、

興
部
町
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
（
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
含
む
）、

高
齢
者
下
宿
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
既
存
福
祉
施
設
の
課
題

等
を
解
決
し
、
連
携
し
た
生
活

支
援
を
行
え
る
拠
点
づ
く
り
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
と
し

た
。併

せ
て
、
下
川
・
名
寄
地
区

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開

し
て
い
る
法
人
よ
り
興
部
町
内

で
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の

事
業
運
営
を
進
め
た
い
旨
の
相

談
を
受
け
て
い
る
。
人
員
・
設

備
・
運
営
基
準
等
を
満
た
し
て

い
る
か
の
書
類
審
査
等
の
必
要

な
手
続
き
を
経
て
か
ら
、
最
終

的
に
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
運
営

委
員
会
で
指
定
の
決
定
を
す

る
。
事
業
者
で
は
、
今
年
10
月

〜
11
月
を
目
途
に
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
た
い
意
向
で
あ
る
と
の

報
告
を
受
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
経
営
主
体
が

民
間
で
あ
る
事
や
、
他
の
事
業

と
の
整
合
性
等
に
つ
い
て
質
疑

応
答
が
あ
っ
た
。

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
介
護

施
設
に
関
す
る
町
民
の
要
望
は

高
い
の
で
重
要
な
施
策
。

　

二
、
町
の
第
６
期
総
合
計
画

前
期
５
年
間
の
２
年
〜
３
年
目

に
あ
た
り
、
そ
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
調
査
、
検
討
し
た
。

○
道
路
の
整
備
状
況
か
ら
始
ま

る
住
民
生
活
分
野
８
施
策
。

○
保
険
、
医
療
、
福
祉
７
施
設
。

○
教
育
分
野
４
施
策
。

○
ま
ち
づ
く
り
、
行
財
政
分
野

４
施
策
の
計
96
単
位
施
策
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

定
住
促
進
策
で
は
単
身
者
の

住
む
所
が
な
く
、
公
営
住
宅
の

入
居
制
限
等
の
見
直
し
を
含
め

住
宅
施
策
の
強
化
の
指
摘
。

保
健
対
策
の
推
進
の
中
で
は

健
診
受
診
の
現
状
と
促
進
。

旧
病
院
の
解
体
に
つ
い
て
。

芸
術
、
文
化
の
振
興
で
は
、

米
田
御
殿
の
保
全
に
つ
い
て
。

美
し
い
街
並
の
形
成
で
は
、

危
険
家
屋
、
空
き
家
対
策
の
取

り
組
み
強
化
等
に
つ
い
て
協
議
。

道
路
、
交
通
網
の
整
備
で
は

循
環
バ
ス
他
住
民
ス
ク
ー
ル
バ

ス
、
患
者
送
迎
バ
ス
、
臨
時
バ

ス
等
々
の
運
行
状
況
や
今
後
の

バ
ス
等
の
運
行
状
況
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
。

　

三
、
介
護
保
険
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
自
由
意
見
か
ら
高
齢
化

が
進
む
町
と
し
て
の
取
り
組
む

べ
き
行
政
課
題
を
調
査
、
検
討

し
た
。

◎
除
雪
、
衛
生
を
含
む
住
環
境

見
守
や
地
域
や
人
と
の
交
流
。

◎
病
院
を
含
む
医
療
環
境
。

◎
介
護
施
設
と
介
護
体
制
等
の

介
護
施
策
の
充
実
。

◎
買
い
物
、
通
院
等
を
含
め
、

バ
ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
等
の
移
動

手
段
に
対
す
る
施
策
の
充
実
。

（
記
：
総
務
社
会
常
任
委
員
会

委
員
長
　
前
田
　
義
雄
）

所管事務調査報告

総務社会常任委員会総務社会常任委員会
第 6期興部町総合計画の総務社会分野における

進捗状況について
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所管事務調査報告

産業建設常任委員会産業建設常任委員会
北オホーツク農業協同組合出資型生産法人

支援事業の進捗状況調査

Farm to-mo 完成予想図

成牛舎（4,121.49 ㎡）

貯水槽（50㎥）

昨
年
11
月
17
日
に
北
オ
ホ
ー

ツ
ク
農
協
出
資
型
生
産
法
人
㈱

フ
ァ
ー
ム
ト
モ
の
建
設
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
調
査
い
た
し
ま

し
た
。

㈱
フ
ァ
ー
ム
ト
モ
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
初
の
研
修
牧
場
で
、

全
国
各
地
か
ら
新
規
就
農
希
望

者
を
受
け
入
れ
、
研
修
、
教
育

な
ど
を
通
し
て
担
い
手
を
育
て

る
牧
場
で
す
。

経
産
牛
２
０
２
頭
、
育
成
・

哺
育
１
４
８
頭
、
総
頭
数
３
５

０
頭
、
出
荷
乳
量
２
千
２
０
０

ト
ン
を
目
指
し
今
年
４
月
の
創

業
予
定
で
す
。

成
牛
舎
、
育
成
舎
、
哺
乳

舎
、
研
修
棟
、
宿
泊
滞
在
施

設
、
貯
水
槽
な
ど
の
建
設
状
況

は
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

背
景
に
は
農
家
戸
数
の
減
少

が
あ
り
ま
す
。
興
部
町
農
協
と

雄
武
町
農
協
が
合
併
し
北
オ
ホ

ー
ツ
ク
農
協
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
時
は
１
７
７
戸
い
た
農
家

も
９
年
経
過
し
た
現
在
１
３
６

戸
と
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
。
興
部
町
だ
け
を
見
て
も
82

戸
か
ら
67
戸
と
減
少
し
て
い
ま

す
。一

方
、
北
海
道
に
お
け
る
新

規
就
農
者
も
多
い
年
で
は
年
７

０
０
人
を
超
え
て
い
ま
し
た

が
、
一
昨
年
は
４
５
４
人
と
減

少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
魅
力
を
活
か
し

充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
、
施
設
の

も
と
研
修
で
き
る
環
境
を
整
え

多
く
の
新
規
就
農
希
望
者
を
受

け
入
れ
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
根
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、

地
域
農
業
の
活
性
化
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
記
：
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
　
藤
渡
　
昭
博
）
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令和 2年 12月 2日、議会の町民アンケートに
対する町民の意見・要望で所管する事項 60項目
について調査、検討しました。以下主なものにつ
いて報告します。

◎ゴミ袋の料金と分別について

管内全体の分別の仕方と料金について資料の提
出と説明を受けた。全てが無料の西興部村や容器
包装ゴミや有害ゴミについては、ほとんどの自治
体が無料。生ゴミについては、燃やすゴミで出す
所と生ゴミを分別して出す所が半々である。袋の

価格や収容量についても議論が
あったが、分別収集の取り組み
が早かったのと確実な分別を進

めるために他町村より
も厳しい。

令和 2年 11月 27日に、「定数」について、12
月 17日に、「報酬」について、アンケート結果を
踏まえ検討を行いました。最終的な結論に向け、
今後も継続して検討を重ねていきます。

令和 2年 10月 16日の全員協議会において、ア
ンケート調査結果の確認を行い、10月 23日に、
委員長会議を開催し、寄せられた意見について、

どの委員会で調査検討を行うかを話し合いまし
た。その後、各委員会において、会議を開催して
います。

令和 2年 12月 17日に、検討会を実施しました。
アンケートの設問の「議会だより」に関するこ

とを検討し、町民に親しまれ、読みやすい広報紙
となるよう、今後も検討を続けていきます。

令和 2年 11月 30日に、検討会を実施しました。
検討項目は、一般質問や提出議案、審議内容の

告示。議会活動の説明。意見交換などの話し合い
の場。委員会の傍聴などですが、議会改革に関連
することであるため、議会改革特別委員会の中で
検討をしていくこととしました。

⑴ 議会改革特別委員会

議 会 全 員 協 議 会

⑴ 議 会 運 営 委 員 会

⑵ 議会広報特別委員会

⑶ 総務社会常任委員会

13 ページへ続く

議会では、昨年 8月から 9月にかけて実施しました、町民アンケート調査の結果の検討を
行っています。その中で、要望や質問などたくさんの意見が寄せられたことから、各委員会
において、それぞれの所管項目について、検討をすすめていますので、検討結果や経過につ
いてお知らせします。

興部町議会に関する町民アンケート興部町議会に関する町民アンケート
調査結果の検討について調査結果の検討について

アンケート調査結果
①議会改革・議会運営に関する事項
②議会だより、ホームページに関する事項
③上記以外に関する事項（自由意見等）

⑴議会改革特別委員
会・議会運営委員会
にて検討

⑵議会広報特別委員
会にて検討

⑶総務社会常任委員
会・⑷産業建設常任
委員会にて、それぞ
れの所管に関する事
項を検討

①

②

③

第1弾第1弾
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興部町議会に関する町民アンケート調査結果の検討について興部町議会に関する町民アンケート調査結果の検討について

◎保育所の入所状況と今後の対策について

低年齢児の受け入れ、延長保育、一時保育等の要
望が増えているが、保育士の数、一人あたりの必要
面積が定められており施設上の観点から難しい状況。
幼保連携型認定こども園への一元化で幼稚園教諭

と保育士の人数増になるので多様な保育形態に対応。

◎子育て支援について

様々な支援施策を実施しているが今後、子育て交
流拠点施設を整備し、包括的に子育て世代の支援を
進めたい。
保育士の増員数や看護師の配置や沙留保育所の状

況等についての質疑応答。

◎スクールバスを使って沙留地区の�
　クラブ活動を行っている児童の送迎は？

スクールバスは義務教育に関する児童生徒が対象
でスポーツ活動のため各施設への送迎、一部の地区
の子供達だけを対象にする事にもならない。
沙留で児童生徒が下車した後の戻りに乗車であれ

ば可能。ただし、スクールバス到着後練習開始まで
の待ち時間の安全確保が課題。
参考資料としてスポーツ少年団の活動内容、各地

区の人数等の提出を受け、質疑応答。
スクールバスではない手段は以前も同様の案件があ

り、業務委託では 600万円、他に車輌購入費がかかる。
子供が少なくなってきて、少年団活動も厳しい状

況。今は雄武、西興部、滝上から来て活動している。
保護者が送迎している。
小さい町でも少年団活動をやっているのだから、

支援できないものだろうか。
練習時間を合わせ、スクールバスに乗車できるよ

うにしても、保護者・指導者の勤務時間の都合も。

◎紋別空港利用促進のための飛行機の
　利用助成、特に二親等以内の助成について

ホームページや広報で周知をしているが、今後は
帰省される年末年始や年度替り等の時期をみて複数
回に渡って周知をしたい。
令和 2年 11月末現在の利用実績はコロナ禍で、

片道利用が 4名、往復利用が 7名です。
二親等まで助成が受けられるというが、どんな書

類が必要かまで周知する必要があるのでは？　必要
書類を含め周知する。
以上が検討した内容の主たる部分の報告です。

◎合葬墓と墓碑銘設置について

現在の利用実績は 5件、18体の埋蔵焼骨で、全
て町有墓地からの改葬。他に生前予約 3件ある。
墓碑の設置については、町民からの要望で自治会

連合会から要望書が提出されており、設置に向け取
り組んでいる。経済的に困窮されている方もおられ
ることから費用等に配慮したものを考えている。
管内的には10市町で整備され、墓碑設置は5ヶ所。
名前を刻んでいる方と、ない人がいるという事で

問題はないのか？　春先の浸水対策等について質疑
があり、墓碑の利用については、設置市町では問題
は発生していない、浸水対策については対応済で浸
水は見られない。

 ⑶ 総務社会常任委員会 続き

興部霊園の合葬墓

興
部
町
の
指
定
有
料
袋

種別 形状 大きさ 袋の値段

燃やすごみ袋
（色　薄赤色）

45リッター 10 枚入り 800 円

10リッター 10 枚入り 400 円

燃やさない
ごみ袋

（色　薄緑色）

45リッター 10 枚入り 800 円

10リッター 10 枚入り 400 円

生ごみ袋
（色　黄色）

10リッター 10 枚入り 200 円

5リッター 10 枚入り 150 円

容器包装
ごみ袋

（色　無色）

45リッター 10 枚入り 250 円

10リッター 10 枚入り 150 円

有害ごみ
（色　薄青色）

45リッター 10 枚入り 250 円
　1 枚  25 円

10リッター 10 枚入り 150 円
1 枚  15 円

※ 1 枚より購入できます
粗大ごみ
シール 10 ｃｍ×５ｃｍ 1 枚 300 円

14 ページへ続く
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町民グランドのトイレ

興部町議会に関する町民アンケート調査結果の検討について興部町議会に関する町民アンケート調査結果の検討について

今後も水質汚濁等について注視・検討していきま
す。
空き家となっている公営住宅の草刈りは、年に 3

回行っています。
今後もこのように行っていきます。

◎町民グランドトイレの現況、管理状況、
　今後の考え方について

町民グランドトイレの管理状況は現在週 1回町営
球場とともに行っています。
遠紋地区内が集まる練習試合や西紋別地区リーグ

の開催や、女子の団員も増えていることは承知して
いますが、現状では、施設の改修は考えておりません。
ただし、大規模な大会がある場合は、簡易トイレ

のリース等による設置を考えたいと思います。
なお、新型コロナウイルス感染症対策につきまし

ては、施設内に消毒用アルコールの設置等、今後も
継続していきます。

◎中央公民館の鐘について、現況、今後の
　考え方、鳴らなくなった経緯について。

中央公民館の鐘を鳴らす装置が昭和 52年製と古
く故障し応急的に対応していましたが部品も製造中
止となったことより、新年度予算にて改修予定です。

◎トレーニングセンターの機器について、現在
　の説明等の状況、今後の考え方等について

第 1・第 2トレーニング室に設置のトレーニング
マシーン各種の使用方法の説明は、過去に数回大学
講師による講習会を開催しております。
その後、その講習会を受講した方やトレーニング

の知識ある人が教えあっています。
現在、管理人業務委託を高齢者事業団で行い、施

設管理のみの委託業務であり、トレーニング機器の
指導は、業務に入っていません。

令和 2年 11月 17日、12月 17日に、検討会を実
施し、詳しい状況等の確認のため、町の担当課から
も説明を聞きました。

◎町のメイン通りの廃屋の現状や所有者との
　交渉状況、今後の考え方や対応について

空家状況については、毎年調査を行い、劣化状況
の確認と、危険と思われる家屋の確認をし、所有者
の把握、注意喚起、臨戸訪問を行い、所有者に理解
を促しており、建物は所有者で解体していただくよ
うお願いをしています。
町のメイン通りの空き家については、現在、すべ

ての家の所有者がわかっていますので、所有者と調
整を進めているところであり、特に危険と思われる
建物については、安全対策上本人に直接お会いして
交渉しています。解決できるよう、今後の敷地の在
り方を含め空き家特措法など、代執行・国の補助に
よる解体支援を検討していきたいと考えています。

◎小学校、ニコットのところの下水の状況、興
　栄川の現状や清掃状況、旧公営住宅の草刈り
　の状況。今後の考え方や対応等について

ニコット・興部小学校付近の排水路は水路の勾配
が大変緩く、融雪時、冬期間で暖気が入った時な
ど、堆雪により、流れが遮られてしまう場合があり
ます。
また、興栄川も勾配が緩く、平常時は川の水位は

低く経過しています。
興栄川の維持管理は、毎年 3回の河床の清掃、河

川の草刈りを業務委託し実施しています。
ニコット付近の排水路の維持管理については水路

が閉鎖、またはその恐れがある場合、バックホウで
土砂上げを行っています。
また、冬期間、堆雪により流れが圧迫される恐れ

がある場合、雪割を実施しています。

⑷ 産業建設常任委員会

排水路の土砂上げ作業 15 ページへ続く
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議
会
全
員
協
議
会

 

議
長　

山
川 

孝
義

11
月
30
日
、
協
議
会
を
開
催

し
理
事
者
及
び
所
管
課
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
30
日

〇
町
議
会
議
員
選
挙
及
び
町
長

選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
営
の

拡
大
に
つ
い
て

〇
「
下
水
道
広
域
化
推
進
総
合
事

業
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

〇
感
染
患
者
等
移
送
車
両
の
購

入
に
つ
い
て

〇
急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）

予
防
接
種
手
数
料
徴
収
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

〇
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

〇
興
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
延
滞
金
の
割
合
の
見
直
し
に

伴
う
興
部
町
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

〇
国
民
健
康
保
険
加
入
者
負
担

の
公
平
化
に
つ
い
て

総
務
社
会
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

前
田　

義
雄

12
月
２
日
、
委
員
会
を
開
催

し
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

12
月
２
日

〇
議
会
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
検
討
に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

阿
部　

昭
一

11
月
17
日
、
12
月
17
日
、
委

員
会
を
開
催
し
次
の
事
項
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

11
月
17
日

〇
議
会
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
検
討
に
つ
い
て

12
月
17
日

〇
議
会
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
検
討
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

 

委
員
長　

竹
内　
　

清

11
月
30
日
、
12
月
８
日
、
委

員
会
を
開
催
し
次
の
事
項
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

11
月
30
日

〇
令
和
２
年
第
６
回
議
会
臨
時

会
の
運
営
に
つ
い
て

〇
令
和
２
年
第
４
回
議
会
定
例

会
の
運
営
に
つ
い
て

12
月
８
日

〇
令
和
２
年
第
４
回
議
会
定
例

会
の
運
営
に
つ
い
て

〇
議
会
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
検
討
に
つ
い
て

議
会
改
革
特
別
委
員
会

 

委
員
長　

佐
藤　

吉
春

11
月
27
日
、
12
月
17
日
、
委

員
会
を
開
催
し
次
の
事
項
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

11
月
27
日

〇
な
り
手
不
足
対
策
協
議
事
項

課
題
検
討
項
目
⑴
「
定
数
」

の
再
検
討
に
つ
い
て

〇
次
回
の
課
題
検
討
項
目
と
開

催
日
に
つ
い
て

12
月
17
日

〇
な
り
手
不
足
対
策
協
議
事
項

課
題
検
討
項
目
⑵
「
報
酬
」

の
再
検
討
に
つ
い
て

〇
次
回
の
課
題
検
討
項
目
と
開

催
日
に
つ
い
て

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

委
員
長　

鈴
木　

精
一

12
月
17
日
、
委
員
会
を
開
催

し
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

12
月
17
日

〇
議
会
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
検
討
に
つ
い
て

議
員
活
動
報
告

議
員
活
動
報
告

興部町議会に関する町民アンケート調査結果の検討について興部町議会に関する町民アンケート調査結果の検討について

◎現在実施している、バイオガス等の未来
　エネルギーに関する、大阪大学や企業等
　との経過や今後の考え方等について

大阪大学との共同研究により、バイオガスからメ
タノ―ル・ギ酸の製造ができることから、量産化・
事業化を進め、ＦＩＴ売電に頼らない、持続可能な

地域コミュニティの構築に向けたバ
イオマス事業の推進に取り組んでい
ます。
製造に成功し、報道した後、多く
の各企業・大学からオファーが
ありその中より協力いただける
企業とメタノール・ギ酸を製造
する試作機を製作し、メタノー
ル・ギ酸を製造する試験に取り
組む予定です。

今後は、年数回の専門家（トレーナー）等による
トレーニング機器の講習会、また、初めて利用する
方等のレベルにあったトレーニングの方法の掲示等
を実施していきたいと考えています。

 ⑷ 産業建設常任委員会 続き

第 1トレーニング室の機器
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議
会
の
動
き

令
和
２
年
11
月
16
日
以
降

11
月
17
日　
産
業
建
設
常
任
委

員
会
所
管
事
務
調

査

　
　
18
日　
総
務
社
会
常
任
委

員
会
所
管
事
務
調

査

　
　
23
日　
勤
労
収
穫
感
謝
祭

　
　
27
日　
議
会
改
革
特
別
委

員
会

　
　
30
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
〃　
　
第
６
回
町
議
会
臨

時
会

　
　
〃　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
〃　
　
西
紋
別
地
区
環
境

衛
生
施
設
組
合
運

営
委
員
会

12
月
２
日　
総
務
社
会
常
任
委

員
会
所
管
事
務
調

査

　
　
８
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
11
日　
第
４
回
町
議
会
定

例
会

　
　
16
日　
歳
末
特
別
警
戒
商

店
・
料
飲
店
等
訪

問

　
　
17
日　
産
業
建
設
常
任
委

員
会
所
管
事
務
調

査

　
　
〃　
　
議
会
改
革
特
別
委

員
会

　
　
〃　
　
議
会
広
報
特
別
委

員
会

　
　
22
日　
紋
別
地
区
消
防
組

合
議
会
定
例
会

　
　
〃　
　
西
紋
別
地
区
環
境

衛
生
施
設
組
合
議

会

１
月
26
日　
議
会
広
報
特
別
委

員
会

２
月
３
日　
議
会
広
報
特
別
委

員
会

令
和
３
年
は
、
驚
く
べ

き
幕
明
け
の
年
と
し
て
後

世
に
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
が
世
界
を
席
巻

す
る
中
、
首
都
圏
で
感
染

者
急
増
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
再
発
令
。
医
療
・
介

護
現
場
や
保
健
所
の
機
能

低
下
と
崩
壊
危
機
。
企
業

倒
産
・
廃
業
と
失
業
者

（
コ
ロ
ナ
解
雇
）・
自
殺
者

の
増
加
。
温
暖
化
に
よ
る

本
州
日
本
海
を
中
心
に
全

国
的
暴
風
雪
被
災
。

世
界
に
目
を
転
ず
れ

ば
、
香
港
民
主
派
前
議
員

ら
の
国
家
政
権
転
覆
罪
容

疑
逮
捕
。
米
連
邦
議
会
議

事
堂
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

支
持
者
の
乱
入
・
占
拠
・

死
者
、
大
統
領
弾
劾
訴
追

の
動
き
も
。
韓
国
の
元
従

軍
慰
安
婦
訴
訟
で
日
本
政

府
へ
１
人
約
９
５
０
万
円

の
賠
償
命
令
。

編
集
後
記

興
部
ス
キ
ー
協
会�

�

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

１
月
16
日
に
興
部
ス
キ
ー
場

が
オ
ー
プ
ン
し
、
ス
キ
ー
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
本
格
的
な

活
動
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
雄
武
、
紋
別
各
３
名

を
含
め
、
25
名
の
小
学
生
が
所

属
し
て
お
り
、
中
学
生
２
名
と

合
わ
せ
、
27
名
の
団
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
と
土
曜
日
に
定

例
の
練
習
を
行
い
、
ス
キ
ー
技

術
、
パ
ト
ロ
ー
ル
技
術
の
ほ

か
、
検
定
会
や
競
技
会
、
町
外

研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
表
紙

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
米
英
な

ど
で
始
ま
り
、
日
本
も
２
月

下
旬
か
ら
始
ま
る
予
定
が
明

る
い
兆
し
で
す
。

感
染
が
収
束
し
経
済
の
回

復
と
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
開
催

も
今
は
国
内
世
論
は
否
定
的

で
す
が
、
成
功
を
祈
り
ま
す
。

矢
継
ぎ
早
に
深
刻
で
解
決

が
困
難
と
思
え
る
よ
う
な
こ

と
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
丑
年
。
ま
だ
ま
だ
忍
耐

の
年
と
な
り
ま
す
が
、
牛
の

如
く
地
道
に
歩
み
、
新
た
な

進
展
に
繋
げ
る
年
に
し
た
い

も
の
で
す
。

（
記
：
広
報
特
別
委
員
会
　

�

委
員
長
　
鈴
木
　
精
一
）

広
報
委
員
長　
　

鈴
木　

精
一

副
委
員
長　
　

藤
渡　

昭
博

委　
　
　

員　
　

佐
藤　

吉
春

委　
　
　

員　
　

阿
部　

昭
一

委　
　
　

員　
　

竹
内　
　

清

議
会
事
務
局
長　

須
田　

寿
史

議
会
事
務
局
主
事　

佐
藤　

麗
華


